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I. 開催概要  

⚫ グローバルカンファレンスとは 

グローバルカンファレンス（Global Conference, Gloco とも略

される）は 2015 年から始まった全世界規模の CISV の集会

です。ここでは CISV 全体に関する会議や、プログラムおよ

び支部を運営していく上で参考になるような内容の研修、お

よび話し合いが行われます。主な参加者は、各国国際理事、

各支部支部長、各地域のコーディネーター、国際事務局員

(International officeのスタッフ)、JBの代表（日本からは Sr.

および Jr. NJR）、3年に一度開催され、今回はその 2回目。

次回は 2021年に行われます。 

⚫ 日程：  2018年8月14日- 8月19日  

⚫ 開催国： オランダ (フェルトホーフェン) 

会場はオランダ南部のアイントホーフェン郊外のフェルトホーフェンにある NH アイントホーフェンカンファレ

ンスセンターというホテルで、今回のような大人数の会議を開催できる大きなホテルでした。ちょうどその

時期日本では歴史的な猛暑でしたが、オランダは大変涼しく、小グループで行われるリフレクショングルー

プの集まりでは、ホテルの中庭を利用することもできるほどの気候で、とても快適に過ごすことができまし

た。 

 

⚫ テーマ： 『New Horizons: 新たな展望』 

CISVは今、もっと多くの人に、このすばらしいプログラムを知っ

てもらい、多くの人に影響を与えられる存在になることを目標に

掲げていますが、それには実際にプログラムを運営し、デリゲ

ーションを派遣している各支部が大変重要であると考えていま

す。今回の会議はその各支部の草の根的な活動をさらに発展

させ成長させることを目的にしたものです。 

 

⚫ 参加国： 56カ国 

⚫ 参加人数： 527名 

⚫ 日本からの参加者： 10名 

関東支部：◎＊平洋一、▶︎＊野田百合子、○＊木村緑、＊福徳滉太、＊青木 采里奈 

東海支部：○＊大門樹久世、＊武藤有為 

関西支部：○＊野上良治、深井美貴子 

九州支部：○＊竹田津宏子 

なお記号は各助成金受理者を示す。 

◎国際理事としてコストシェアリングに参加 

▶︎国際からの補助金 

○支部長（代理）としてコストシェアリングに参加 

＊日本協会からの補助 

※コストシェアリングとは： 
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全世界からの参加のため、会議の開催場所がどこかによって、交通費の不均衡が生じ不 

公平になる。それを防ぐために作られたシステムで、開催国からの距離によって、参加費 

が減免される。その財源はグローバルカンファレンスのための積立から支出。 

⚫ 参加費:  € 575 (ツインルーム使用時) 

⚫ スケジュール： 
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II.  参加者の感想 

 

武藤有為（あるの）  Jr.NJR  IJBC初参加 

 

私は今回初めてGlobal Conferenceに参加しました。今年一年、Jr.NJRとして活動してきた集大成ともいえる行事

でした。 

スタッフが出迎えをしてくれた空港で参加者の人数を聞いところ、なんと500人以上いるとのこと、これにまず私

は驚きました。結局527人もの参加者が世界中65か国から集まり、とても盛り上がる行事となりました。世界中か

らCISVという共通点しか持たない老若男女が集まっていると考えると考えるだけで不思議で貴重な空間でした。 

毎日行われるセッションやその日の振り返り、食事の際にはJBだけでなく、

さまざまな経験を持つ大人の方々ともお話しする機会が多く、自分の視

野がまた広がったように感じました。また、今まで自分が参加した国際プ

ログラムであるVL、SC、JC、TEA、JASPARC全ての行事で関わった人との再

会があり、個人的にとても嬉しかったです。また、アジアパシフィック地域

のつながりの深いJBとより仲良くなることができたこともとても良かったと

思います。 

 

 



2015 グローバルカンファレンス 参加者の感想 p.6 

 

青木采里奈（さりな）  Jr.NJR  IJBC初参加 

 

8/14~19の間、IJBCがオランダにて開催された。今回は初めてのIJBCであったがGlobal Conferenceと同時に開催

された事もあり、JBのためだけのセッション以外にもCISVに関する様々なセッションに参加したりCISVに関わる大

人たちとの交流がたくさんもてたことはとても良い機会であった。 

完璧に思えたIJBCを運営していく上で少し問題があったことが私にとって少し言葉が悪いが面白いと思えた。IJB

チームの中ではJBとCISVは異なった組織であるという見解であったため、そのことでJBがJBのためのセッションに

参加しないということが問題視された。私にとってのCISVは自分にプラスになるようなインスピレーションがもたら

される場所であるべきだと思うので、自分の興味のあるセッションに参加することは良いことであると考えたが、

私と同じ考えのJBもかなり居たので議論が長引いたこともCISVを想う気持ちの強さの表れであると思う。普段JB

の中でしか活動しない人が大人達の中にまざって様々なジャンルのセッションをうけ、井の中の蛙であったこと

に気がつきショックだった、などの話をきくとなおさら「JBとはなにか」「CISVとはなにか」というセッションを耳にたこ

ができるほど聞いてきた、或いは考えてきたJBにとってはGCとIJBCを同時に開催したことはとても大きかったので

はないかと思う。 

 私にとってNJRとして参加するのは最後の国際行事であったた

め、なおさらCISVやJBとの関わり方を深く考えさせられたGC/IJBC

であった。日本のJBを背負っていることを意識するとかなり緊張

して最初は大変だったが、ルームメイトでインドネシアのナディ

アやJASPARCで知り合ったJBの友達、CISV JAPANの皆さん、NJR

のふたりの優しさと面白さのおかげで想像以上に楽しい時間を

過ごすことができた。私は国際のプログラムにはVLしか参加し

たことはなかったが、なんとそのときのJCとスタッフがGCに参加

していたのである。実に10年ぶりの予期せぬリユニオンに驚きつつもお互いの近況を話し合うのは本当に尊い

時間だった。またFarewell partyの最後にCISVソングが流れたとき、JASPARCではそんなに話す機会がなかったが

今回のIJBCでDutch Cultural Eveningのチームが一緒であったり、一緒にスーパーマーケットに行ったり、一緒に

騒いだりと一番話す機会の多かったオーストラリアのSr.NJRであるクリスティが「My best friendサリナ！国際のプ

ログラムで絶対一緒にリーダーをやろうね！」と言ってくれた瞬間、私の「帰りたくない病」が発動した。日本のJB

に伝えたくても伝えきれない国際JB行事のありがたさがシンプ

ルではあるが、そこにあると私は強く思う。JBのゴールがアクテ

ィブJBを増やすことだとしたら、国際でリーダーやスタッフをして

子どもたちに友情のありがたさを教えて行くことが必要である。

その前にこのような尊い友情のありがたさを実感できたのは

小さなことのように見えるが、とても大きな経験であった。シン

プルな感想になってしまったが、私にとっての素直な気持ちで

ある。CISV以外でもこのような一期一会はいくらでも存在する

が、CISVだからこそ起こりえる、CISVのおかげで得られるその

ような奇跡的な一期一会が私は単純に大好きで、そのような

経験ができるようにCISV JAPANに貢献していきたい。 
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福徳滉太（こうた）  Sr.NJR  IJBC参加2回目 

 

3年に1度の世界中のCISVerが集まるCISV最大のイベントGlobal Conference、今回はGlobal Conferenceと世界中

のアクティブなJBが集まるIJBCが同時に開催され、全体の参加者数は500名を超え私が参加したCISVのプログラ

ムの中で最大のものとなりました。 

また、昨年の IJBCでは世界中の JB としか会うことができず、APRW/JASPARCではアジアパシフィック

地域のCISVerにしか出会うことができませんでした。しかし今回のGlobal Conference/IJBCでは普段のCISV

活動では出会うこともないような世界中様々なNA/PA、チャプターの CISVerに出会うことができました。 

違う文化圏に住み、違う宗教を信仰し、違う文化で育ちながらも、CISVのミッションである“CISV educates and 

inspires action for a more just and peaceful world.”というミッションを達成するためにCISVがどのように活動して

いるかを感じることができました。 

また、2016年にジュニアスタッフとして参加したわっしょいビレッジにスペインのリーダーとして参加していたPuli

がスペインのNJRとして活動し、開催期間はルームメイトとして過ごすなど、CISVを通じ世界が急に近く感じるよう

な出来事もありました。一方で、セッションへの参加を通じCISVについてもっと深く知るのと同時に、各NA/PA、各

チャプターの動向や現状などの情報や意見を直接交

換することができました。 

そもそものセッション数や選択肢、ファシリテーターの

多いGlobal Conferenceであったためセッション自体の

内容も濃く、得たものが多いGlobal Conferenceでした。 

最後に、今回お世話になったGlobal Conferenceの参加

者、開催国のCISVオランダ、すべての皆さんに感謝で

す。ありがとうございました。 

 

 

木村緑（緑さん、みどり）  関東支部長代理,IPP部会長 GC参加2回目 

 

３年ぶりにまたこの場に戻って来た、と感慨に耽る間も無く大きな波に飲み込まれるかのようにオランダでのグロ

ーバルカンファレンスが始まった。グローバルカンファレンスは、世界中から集まる各国の支部の皆さんと一緒

に、CISVという組織をあらゆる角度に光をあて、分析して、噛み砕いて、議論して、学んで、ヒントをたくさん貰って、

友を得て、最高に楽しむ５日間の会議といったものだと思う。セッションは、プログラム内容、支部の運営、寄付

の集め方のヒント、募集方法、CISV国際について、CISVの教育内容など多岐にわたる。各セッションは、自分の

興味から選ぶことができ、その中で世界の支部の仲間から色々な意見を聞くことができるのが、素晴らしい経験

である。国が違えば事情が違うから「そういう風に考えるのか」と感心したり、「みんな同じようなことを考えている

な」と安心したり。セッションだけではなく、ランチタイムに隣に座った参加者と話し、夜のイベントやインド独立記

念日、オランダデイのお祝アクティビティなど盛り沢山であった。運営側、参加者共通して、CISVを良くしたい、お

互いを理解したいという熱い気持ちに触れることができて嬉しかった。 

印象に残っている２つのことがある。１つは、ジャーナリストのセッションで、ラジオ番組を想定してCISVについて

インタビューを受ける、という場面を練習した時、「人の繋がりが大事。自身の体験を率直に語ること、それが最

も効果的」と話してくれたのが印象に残る。「なぜCISVを続けているのか」という問いに友人が話す内容はああ、
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なるほどと心を打つ内容だった。こうした多勢の人によるCISVストーリーがあってこの組織は強く繋がっているの

だと感じることができた。 

もう１つは、ゆりぼう（野田百合子さん）と国際事務局のHelenがIPPのセッションを急きょ設定し、世界各国のIPP

関係者が集まって情報交換することができたこと。IPPに携わる者として何より嬉しいことだった。実際に顔を見て

IPPについて語り合える最高のひと時で、個人的にはゆりぼうと共に作った２つのIPPショートムービーを皆さんと

共有できたのもいい思い出となった。 

私は、不覚にも前半は高熱で寝込んでしまい、予定していたセ

ッション全てには出られなかったのが残念であった。その時、

日本の参加者（医師の竹田津さんを含めて）の皆さんにはとて

もお世話になり、メキシコの エンリケ（医師）が心配して診てく

れて、オランダのスタッフは薬を調達してくれた。本当に感謝し

ている。予定通りにはいかなくても、予定した以上の素晴らし

い５日間だった。私を送り出してくれた日本協会はじめ関東支

部の皆様に心より御礼申し上げたい。 

 

大門樹久世（大門さん、きくよ） 東海支部長  GC参加2回目 

 

今回で２回目の参加でしたので、前回より少しGlocoの様子が

わかり、大変充実した時間を過ごすことができました。今回も

世界の CISVerが一堂に会す様子は本当に壮大で、CISV の組

織の広がりに感動しました。 

セッションでの話し合いでは同感することが多くありました。私

も支部長としての経験を話しましたが、どの支部も同様の問

題を抱えながらも、その支部なりの努力でプログラムを開催し

たり、派遣したりしていることを聞き、他の支部長の皆さんとの

連帯感を感じました。そして、それにもかかわらず世界中で毎

年毎年プログラムが開催されているのは素晴らしいことだと思いました。 

 

また、あるセッションでは、現在の対立する世界の中ではディベートではなく、対話が重要であるということが話

し合われました。何か決断する際に使う方法として、西洋社会ではディベートが高く評価されています。しかし

いつも答えがあることを前提とするディベートは、相手に耳を傾けるのは、相手の非を見つけるため、という攻

撃的な手法です。一方穏やかな雰囲気の中で行われる対話は相手を知り自分の視点を広げながら、参加者

皆で合意に到達しようとするものです。そして色々な点で両極化が進んでいる今こそ、この対話が必要だとの

趣旨でした。まさしくその通りだと感じました。私たち日本人は基本的にはそのようなものの見方をしてきたと思

いますが、今では攻撃的な話し方がよいと思われている場面も多くなってきましたので、日本人でもその点を意

識する必要があると思います。世界レベルでなくても JB、LTC、そして委員会といった身近なところで、応用可能

な大変重要な考え方だと思いました。足元から初めてそれが世界に広がって行けば CISV の目標としている世

界平和へ繋がるだろうと思います。 

学ぶことの多いとても有意義なカンファレンスでした。ありがとうございました。 

 



2015 グローバルカンファレンス 参加者の感想 p.9 

 

野上良治（野上さん、パンチョ）  関西支部長  GC初参加 

 

2016年の関東で開催された APRWに続き 2回目の国際プログラム参加でした。3年前の APRWでは APAC（国

や支部の代表が参加する会議中心のプログラム）に参加し、思っていた以上に英語が話せない自分にびっくり

しながらも日本協会の皆さまの協力を得てなんとか自分が思っていたタスクは達成できてスッキリ終えることが

できました。 

今回の GCで思っていたことは１）GC 前のアンケートに「ビレッジを開催するのはスタッフを集めるのとキャンプ

サイトを確保するのが大変だからせめて 3週間にしてほしい」と書いていたので、同意者が少なくて意見を求め

られたら頑張らなきゃということ、２）せっかく殆どの国の人が参加するのだから、関西支部がよく派遣するまた

はすぐに派遣する国や支部の代表の方にお礼を言いたいなと言うことの２点でした。 

１）に関してはそのアンケートをもとに国際プログラムに関して話し合うセッションに参加しました。分かったのは

皆同じことを考えているということで、ビレッジに関しては「開催期間が一番長いので他のプログラムよりホスト

することが難しい」と一つトピックになってました。３週間云々という細かい話にはならなかったので頑張らなくて

も大丈夫でした。その他も「ユースミーティングは 15日間のプログラムに派遣したいけど、ホストするのは 8 日

間が良い。」とか考えることは変わらないなと思いました。 

２）に関しては実は思っていたようにできなくて心残りです。特にポルトガルは関西から毎年のよう派遣していて、

私の長男もビレッジで行って、はづきとジョゼのこともあるし、話すことも考えていたのに動けなかった。背中い

っぱいに魚のイラストを描いた Tシャツを着たポルトガルの方たちがたくさん固まって隣りにいたこともあったの

に。またいつか。 

その他では、 

・ ほんとに巨大なイベントで、これをボランティアでやったことに敬服します。ありがたいです。 

・ 初日に 10 人前後でグループ分けされて、毎日夕食前に集まるリフレクショングループはとても良かっ

たです。そこで何か言うためにちゃんとワークショップに参加しなきゃ！というのもあるし、膨大な参加者の中で

もしっかり顔を覚えて親交を深めることができました。 

・ CISV への参加者を 2030 年までに 2015 年までに少なくとも 2 倍にするという国際目標に関西支部が

貢献するにはモザイクプログラムをやることだなと思いました。 

・ GCの始まりは時差ボケがあったり、緊張したりで低調に入りましたが、GCのシステムや雰囲気にもだ

んだんと慣れてゆき、後半はとても楽しめました。支部でも

話が出ましたが、期間が短いプログラムで時差が大きい場

合は派遣でも受け入れでも積極的に前泊を入れるのは有

効だと思いました。 

・ 最終日は最後のリフレクショングループでのミーテ

ィングである Bringing It Home、功労者を表彰する Closing 

Session、夕食での 500 人を超える参加者でのキートス、

CISVer である Gaby Moreno のライブと素晴らしかった！ 

この Global Conference に参加する機会を与えていただい

たことに感謝します。ありがとうございました。 
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深井美貴子（深井さん、ミキ） GC参加 2 回目 
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竹田津宏子（竹田津さん、ひろこ）  九州支部長代理  GC初参加 

 

九州支部から支部代表として国際会議に初参加させて頂きました。 

まずは貴重な機会を与えて頂いた事に感謝します。 

今までは、支部の保護者という立場で活動していただけでしたので、文化の違

いや言語の違いを超えて、ボランティアでCISVに関わる方々が570人も参加し

ている事にまずは驚きました。 仕事ではない事に時間をかけるのが、私にと

っては CISV が初めてで、自分自身が毎日 時間と闘っているので世界は広い

とはいえ、地球規模の組織である事をあらためて認識した事から始まります。 

セッションを通じて知ったことは、国の大小、支部の大小の違いはあれ、どこも

同じような壁にぶつかって同じ悩みを多少は共有している事でした。どう壁を

乗り越えていったのか、どうもがいているのか、支部レベルの進歩の過程に大

変参考になる情報を頂いたことは確かです。 

仕事上で一番大切にしている社会貢献ですが、CISV では活動そのものが社会貢献です。 

CISV 参加者を増やし、世界の住人として責任を持って生きていく事に気づく機会をプレゼントする事が 私達大

人にできる事の一つであると、今回のカンファレンスで自分の CISV活動の意味を見つける事ができました。 

これから支部に持ち帰り、支部の発展のために、改善点をメンバーと話し合い、会員数 2 倍という国際レベル

の目標に貢献できるよう今後の支部活動に活かしたいと思っています。幸いな事に、今年はビレッジ派遣児童

の親でもあるので、新メンバーにとっての現在の九州支部が、さらに魅力ある組織となれるよう、近い目線でも

フィードバックしたいと思います。 

 

平洋一（平さん、よういち）  国際理事  GC参加 2 回目 

 

NH Hotel Eindhoven というオランダのかなり大きなホテルで開催された Global Conference2018は 527名の参

加があり大盛況の会議であった。8月 14日から 19日の間ホテルの外には一歩も出ず、もっぱらセッションを楽

しむことができた。しかし、あまりよくわからないというか、価値を認めにくいセッションがあったのも確かである。

Creative Programme というパネルセッションでは何人かの支部代表がプログラムの経験を話したのであるが、

どこが Creativeでなにが問題であったのかはほとんど理解できなかった。また Design Thinking という何か新し

いやり方を説明してくれるといったセッションは結局何の価値も見

いだせなかった。一方で新しい SNS のツールの使い方や、音声だ

けで自分の経験を伝える方法、また Emotional Intelligence のセッ

ション等はかなり役に立った。最近行われた US Open テニスを見

ていると、それぞれの選手が特定の局面でどのような心理状態に

あるのか思いを巡らすこともでき、ほかの場面でも参考にできそう

である。ただ心理面だけでは問題は解決できないので、それを解

決するための基礎力を磨くのは大切であると思った。 

 Global Conference で最も印象的であったのはオランダの文化を

知ることのできた Culture nightセッション。そこでは全員が 7人くら

いのチームに分かれて、知識や運動能力を競い合う。なんと麻袋
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に足を入れてジャンプしながらのパン食い競争や、微妙な水運び競争、絵を見て画家の名前を当てたり、絵を

描くだけである言葉を当てさせるゲームなどなかなか息を抜けないものであった。最後に得点の上位の 2 チー

ムはそれぞれ 2 人でバットに入った水を口に含んで空にする。我々のチームはこの最後の挑戦の栄光に接す

ることはなかったのは幸いであった。 

 

野田百合子（ゆりぼう）  副国際理事 

アジア太平洋地域支部開発コーディネーター 

    GC参加2回目 

 

グローバルカンファレンスは 2回目だけど、ここはいつも私をわくわくさせてくれる。APRW とは似ているようでや

っぱり違うグローバルカンファレンス。まずは何といっても 500 人という人の多さが圧倒的だ。知っている人もた

くさんいるけど、知らない人もまだまだたくさんいるというこの状況。世界中から集まった CISVer たちは、見た目

も違う、背景や経験も違う、行動スタイルも価値観も違う。その多様性は APRW よりも鮮やかだ。でも共通の話

題、喜びや悩み、そして共通の友だちがなんて多いことか。こんなに違うように見えるのに、わかりあえる瞬間

がいくつもあったのもうれしかった。そして私はAPRWではAPACという会をホストしたり各国とミーティングしたり

して、いつも忙しくしているのだけれど、今回グローバルカンファレンスでは特別な役割がなくて自由に動き回

れたのもまた気持ちがよかった。これは IPPの参加者をしたときの心境に似ている。スタッフにはスタッフの喜び

があるけれど、ただの参加者だからこそ味わえるこの解放感。「やらなきゃいけないこと」をやるんじゃなくて、

「やりたいこと」を気の向くままやればいい、だからこそより主体的に楽しめた気がする。 

今回のグローバルカンファレンスでうれしかったこと。リフレクショングループのリーダーとして自分のグループ

の 10 人に、毎日楽しくおしゃべりして、ときには真剣に聴き合うような小さなコミュニティがつくれたかなぁと思う

こと。IPP Community of Interestをホストして、IPPのことが大好きな世界の仲間と語りあったり、IPPの魅力をたく

さんの人に伝えられたこと。普段メールだけでやりとりして

い る 各 地 域 の 同 僚 Chapter Development Regional 

Coordnators (CD ReCos)や Chapter Development Committee

の仲間たちと顔を合わせて、話ができたこと。すごい人にた

くさん出会えたと同時に、すごいと思っていた人の人間的な

一面が見えたのも印象的だった。メールでだけ、あるいは顔

と名前だけ知っていた人とも話ができて、人としてつき合え

るような関係になったのも大きな収穫。そして日本チームの

みんなとここでの刺激を共有しあえたこと。たくさんのキャン

プ仲間と再会できたこと。新しい友だちができたこと。。。 

CISV をつくっているのは「人」だ。どんな変化も結局は「人」

がつくる。だから人に投資しよう。そんなグローバルカンファレンスの試みはとても成功していると思う。この場

にみんなが少しずつ何かを持ち寄り、互いに刺激し合うことでそれが何倍にも増えて、みんなが持ち帰れるたく

さんのおみやげができた。CISV の底力をあらためて実感した 6 日間だった。 

 

 



2015 グローバルカンファレンス 印象に残ったセッションとその内容 p.14 

 

III.  印象に残ったセッションとその内容 

武藤有為（あるの） Jr.NJR  

 

さまざまなセッションがある中で特に印象に残ったのは、自分の興味関心のあることを CISV活動に生かしてい

くというセッションです。そのセッションではまず、できるだけ自分が知らない人と近くの席に座って自分の興味

関心のあることなどについて話します。そして、次にその中で

いくつかを書き出していき、その書き出したものの分野が近い

人同士でグループを作ります。そして、そのグループごとの興

味関心を生かせるモザイク活動のような新たな活動を考えて

いくというセッションでした。私は今まで CISV活動の中での経

験や得られたスキルや知識を CISV内や自分の私生活に生

かしていくということは考えていました。しかし、今回のセッショ

ンを通じて自分の私生活で得られる経験などを CISV内に還

元することができるのだと感じました。 

 

青木采里奈（さりな）  Jr.NJR  

私が一番印象に残ったセッションは、JB self-Evaluation Tool(JB SET)である。まずあらかじめ IJBC開催

前にとっておいた JBに関するアンケートをその場にいる全員で確認した。マルチチャプター（一つの国に

つき２つ以上の支部をもつ）、シングルチャプター（一つの国につき一つの支部しかもたない）とそれぞれど

のくらい新しいアクティブ JBを招待できているのか、各国の JBがどのくらい IJBチームやリージョナル

チームとうまく連携がとれているのかなど各国の JBの JBとしての自覚や国際 JB行事への関心度などの分

析が数値によって明確化された。そこからいくつかの問題点を抽出し、NJR含む参加者の JB全員で解決策

を話しあった。わたしは数ある問題点のうちのひとつである「情報」に関するグループで話し合った。それ

こそ私自身がNJRとして参加する前は JBのための国際プログラムの存在は全く知らなかったし、私と同じ

境遇の JBはごまんといる。もはや国際 JB行事に参加したことのない JBからすれば JBとして国際行事に

参加することの意義を見いだせていないアクティブ JBさえ

いる。そのような JBは国際行事に参加すれば話は早いのだ

が、日本の JBは既に国内行事で忙しいこともあり時間がな

い上に自分の英語力に自信を持てていないため国際行事に参

加する余裕がないのである。もっと国際行事に興味を持って

貰うにはどうすればいいのか、どのように国際行事に関する

情報を拡散すればいいのかを話し合った。まずグループ内で

はヨーロッパやアメリカの JBは「IJBなどの存在は知って

いたが Sr.NJRになる前は IJBなどの国際行事は正直言って

自分には関係の無いことだったしどうでもよかった」という意見が多数見られ、アジアや一部のヨーロッパ

の傾向としては「英語が第一言語ではない国は言語の問題はどうしてもはずせない」ことなどがあげられた。

そもそも数あるリソースが各所にちらばりすぎていることが最大の問題であることもあげられ、もっと同じ

ような内容でまとめたり、各国の言葉でまとめたり、NJR だけしか見る機会のないリソースを更に各国の

JBの目のつくところに提供してもいいのではないかという話し合いがなされた。 
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JB JAPANの中でも国内と国際の意識の差から生まれる軋轢のようなものを感じることが多いため、情報

共有のやり方ひとつで大きく変わることができることもあるのではないかと思った。 

 

福徳滉太（こうた）  Sr.NJR  IJBC参加2回目 

 

今回のGlobal Conferenceで最も印象に残ったセッションは何といってもIJR選挙です。 

IJR選挙は年に1度IJBCで行われるJBにとって最も重要なイベントです。 

2019年度Sr.IJRにはブラジルのFloraに代わりポルトガルのPipaが、Jr.IJRにはインドネシアのNatashaが選出され2

人の新たなIJRが誕生しました。 

長年AJB（Americans’ Junior Branch：北中南米地域のJB）とEJB（Europe, Middle East, And Africa Junior Branch：ヨ

ーロッパ、中東、アフリカ地域のJB）のJBがIJRを務めておりAPJB（Asia Pacific Junior Branch：アジアパシフィック地

域のJB）のJBであるNatashaがIJRを務めることはAPJBにと

って、ひいては日本のJBにとって必ずやいい影響を与える

と私は思います。 

さらに印象に残った点としては、選挙がかなり盛りあがる

という点です。 

選挙前日、当日になると多くのJBが選挙について話始め、

選挙中は選挙の様子がFacebook liveやInstagram Liveで

配信され世界中のJBがIJBCに参加せずともIJR選挙の雰囲

気を味わうことができます。 

来年度はぜひ日本のJBにももっと告知をし、IJRの選挙を

味わってもらいたいと感じました。 

 

 

木村緑（緑さん、みどり）  関東支部長代理,IPP部会長 GC参加2回目 

 

[CISV International Programmes] 

ファシリテーター；CISVのガバニングボードのグスタボとエイネブさん、国際事務局 

 

３年前のノルウエーでのグローバルカンファレンスで採択され

た CISVの Visionを実現するために、プログラムの見直しを

国際事務局が中心に行っている。それは段階的に行われ、現

在は、2018年４月〜10月までの第２段階で、外部の調査機

関と連携してプログラムの見直しを進め、全支部を対象にプロ

グラムの見直し調査が行われた。外部の団体が加わり調査

はしているが、結果から 2018年 11月〜2019年 6月にかけ

てその方向性が示されることとなる予定。 

プログラムの見直し調査から見えてきた結果 

・プログラムの構成比率：VL３８％、SU22%、YM 18％、IC14%、SC６％、IPP2%。 

・プログラムで一番希望が多いのは、14−15歳の SU. 
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・プログラム期間についてー・YMの８日間は短すぎる 

・VLの期間が長く財政的にも人員的にも負担が大きい。 

・19歳以上のプログラムは比較的興味が薄い支部が多い。全体の３％が 19歳以上の参加者で、45％の支部

が IPPには興味がなく、約半数の支部が 21歳以上のリーダーやスタッフに参加させる方を選んでいる。 

・インターチェンジ（以下 IC）は、たった８カ国が全体の 2/3の ICを開催している。ブラジル、アメリカ、フランス、

イタリアで全体の５０％を開催。 

・どのプログラムを開催したいか？ VL86％、IPP28% 

・プログラム開催の障壁は？ １スタッフ探し、２資金、３キャンプサイト 

・何がセールスポイントか？ １友達が世界中にできる、２楽しい、３英語が喋れるようになる。４参加費が他に

比べて安い。 

賛成反対の討論のアクティビティ 

調査結果の説明の後、グループに別れ賛成反対の討論が行われた。 

テーマは以下の通り。 

・CISVに同じ年齢のプログラムが１つしかない。 

・CISVはもっと少ないプログラムに集中したほうがいい。 

・一番短い CISVのキャンプの長さは２週間とする。 

・CISVはすべてのプログラム参加者の 50％を新規参加者とするべき。 

討論は各グループから代表が出て行われたが、そのこと自体へのファシリテーターからのコメントはなかった。 

 

（感想） 

どの支部も、大会開催にはとても苦労しており、特にス

タッフ探しはビレッジの開催期間の縮小を願う根拠とも

なっている。また、YMでは、８日間のプログラムは塾で

忙しい日本の学生には好評だが、世界的にはあまり成

果が出ない、せっかく旅費をかけていくのに、勿体無い、

という意見が大勢だとわかった。IPPについて、興味の

ない支部が多いとの結果を発表した時、セッション参加

者の多くが反論の手を挙げ、そのこと自体が IPPに興

味のある人も多数いる、とわかり面白かった。 

 

大門樹久世（大門さん、きくよ）  東海支部長 

 

[Cultural Competence and Leadership] 

■目的： 

氷山は、私たちが見ることができるのは海面上のほんの一部で、大部分は海中に沈んでいて見ることはできな

い。それと同じように、各国には固有の文化があるが、他の国の人が見ることができるのは、そのほんの一部

で深い部分は一見ではわからない。つまり他の国の文化は外からみるだけではわからないことが多い。その

点に気づくことがこの活動の目標。 
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■活動内容： 

① 次のような短いスキットを見る 

・男性が歩く後ろに女性が続く。女性はベールを被りすこしうつむいてあるく。 

・男性が椅子に座り、その横に女性が地面に座る。 

・男性が入れ物から食べ物を食べる。次に女性に食べるように促す。 

・男性が女性の頭の付近に手をかざし女性の頭を下げる動作を３回行う。 

・男性が先に歩き出し女性が後に続いて舞台から去る。 

 

② その後で、以下の(1)〜(3)について順番に話し合う 

(1) 何を見たか（例えば、「男性がいすに座り、女性が地面に座った」など） 

(2) 見たものの説明（例えば、「男性の方が女性より偉いので椅子に座った」など） 

(3) 自国の文化と照らし合わせて、なぜ(2)のように思ったか考える（例えば、「椅子に座るのと地面に座る

のを比べたら、椅子に座る方が格上の行為」 

 

■解説： 

上記の②の指示なしにこのスキットについての感想を求められた場合、多くの人はこの文化の問題点を指摘し

がちである。例えば「男性だけ椅子に座るのは、平等ではない」など。私たちは日常、こんなふうに反応してしま

うことが多い。 

 

つまり私たちは普段何かを見るとすぐそれを判断しようとする、評価しようとする（「〜するのはよくない」、「〜は

良い」、など）が、その判断は実は知らず知らずのうちに先入観や偏見に基づいている可能性がある。例えば、

椅子に座るのと地面に座るのを比べた場合、地面に座る方が上等と考える文化があるかも知れないが、そん

なことは考えず、すぐに判断してしまいがち。 

 

それを②の(1)〜(3)のように順を追って考えることで、当然と思っていた自分の判断には、実は気づいていない

文化的背景が影響していることを知ることができる。 

 

■感想 

②の(1)〜(3)の順を追うことで、自分が持っている判断基準

がどこから来るものかを意識することができるという点で、と

ても興味深い方法だと感じた。事実を事実として、判断や評

価することなく受け止めることが重要だが、その時に有効な

対応が(3)だと思う。何か違和感を感じた時に、その気持ち

は自分の中のどの部分がそう思わせるのかを内省すると、

感情的にその違和感に対応せずに客観的に自分の反応を

捉えることができると思う。常にニュートラルなものの見方を

心がけるようにしてはいたが、さらに意識して物事に取り組

みたいと感じた。 

皆がこのようなことを意識してコミュニケーションをはかるようになれば、無用ないさかいを 

さけることができるのではないかと思う。 
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野上良治（野上さん、パンチョ）  関西支部長 

 

How Does CISV Stay Relevant? と CISV and Today's World 

 

この 2つは連続 2 コマのセットで開催されました。それぞれのワークショップの流れは下記の通り。 

How Does CISV Stay Relevant? 

 8 人くらいで 1グループになる（7,8 チームできた） 

 グループ内で参加者の国が直面している脅威についてリストアップ 

 グループ内で上記を踏まえ CISV の良さを伝える一文を提案しリストアップ 

 1 グループ 2件ずつ発表。それを Tweet する。（図 2） 

 リストアップした紙を壁に掲示（図 3） 

 

CISV and Today's World 

 先ほどのグループと同じ人が居ないように 8 人 1グループに 

 グループ内で自身の地域社会で問題となっていることを報告しディスカッション 

 発表はグループごとに下記の 2つが与えられ、グループ内で 2 つに分かれてディスカッションし、発表 

・問題となっていることに対する活動の提案 

・問題となっていることを取り上げたアクトの提案 

 

How Does CISV Stay Relevant? ではディスカッションの糸口として、図 1 のように紛争を抱える国の中で過去に

参加していた国（イラク、リビア、マリ、ナイジェリア、パキスタン、シリア、ウクライナ）と、今も参加している国が

提示されました。私は日本の直面する脅威として隣国が核開発を続行していることを挙げました。 

チームとして発表したのは下記 2 つでした。 

 CISV : providing a platform for sharing knowledge since 1951 

 CISV : Peace through understanding 

 

CISV and Today's World では参加者から多く出てきた意見は移民問題で、それが原因で貧富の差が大きくなっ

ていることや、移動時に安全を確保するのにも気を使っているということでした。日本人とは直面している環境

が違うなと感じました。これに対するブラジルの方の支部で実際にやっている活動として、「クリスマスパーティ

とニューイヤーパーティに承諾した会員の 1ファミリーが 1移民ファミリーを招待している。」とのことで非常に素

晴らしいと思い感激しました。発表者も誇らしげでした。 

 

この 2つのワークショップを通じて、各国の参加者と CISV と違う話題で話ができたことも良かったし、多く同じ問

題に直面していることに親近感が湧いたり、移民問題など日本でもトピックとしてあるけれど問題の種類や大き

さが違う切迫したものを感じることができたりと有意義なものでした。 
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図 1紛争がある国と CISV 

 

 

図 3 CISVの良さを伝える一文をリストアップ 

 

 

図 2 How Does CISV Stay Relevant? 

 

 

図 4 CISV and Today's World 
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深井美貴子（深井さん、ミキ） GC参加 2 回目 
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平洋一（平さん、よういち）  国際理事  

 

2018年 8月 14日から 19日オランダの NH Eindhovenというホテルを会場として、CISV Global Conference

が開催された。3年前に 1度目のGlobal Conferenceがノルウェーのオスロ近郊で開催されたのに引き続いて

2度目の開催である。3年前以前は各国の各支部の代表が集まる AIM という国際会議として開催されていた

が、費用が多すぎることと、各国の代表で討議する会議の効率が悪すぎる（つまり討議に時間がかかりすぎる）

ことなどの理由で、多くの討議事項を会員から選定された Governing Boardに任せ開催頻度を減らして、3年

に一度すべての国が集まって Global Conference という形で開催し、これが開催されない年は各リージョンつ

まり Asia Pacific (AP), Europe Middle East Asia (EMEA), North and South America (Americas)のそれぞ

れの Regional meeting（APでは APRW とも呼ばれているのは承知のとおりである。）でより密度の濃い議論

をしようということになった現在 Global Conferenceは、主にそれぞれの支部の代表が集まって、支部同士で

交流し、互いの理解をすすめるいい機会となっている。 

私は、前回のオスロの Global Conferenceに引きつづいて 2度目の参加となったが、前回は National 

Representative（NAR）になる前の見習いのような位置づけであり、今回初めて NAR としての参加となった。

主に Members Meeting (各国代表による全体会議)に参加することが主な役目となった。もちろん、いくつか並

行して開催される各種の発表や研修プログラムに参加することもできるので、できるだけ興味がありそうないろ

いろなプログラムに参加してみた。したがって、１）Members Meeting に積極的に参加すること、２）各種プログ

ラに参加していろいろな知識を吸収すること、そして３）できるだけ多く既知や未知の人たちと交流することの３

つが今回の目標となった 

 Members Meetingに先立って、NARがあつまる非公式のミーティングが開かれた。ただそこでは議論はせ

ず、Members Meeting の内容のあらかじめ周知させるという会合が開かれたが、メールでの案内しかなかっ

たので、参加を逃して人がかなりいた。ここで、あらかじめ議論が必要となる議題として a) CISV国際プログラ

ムの参加者の年齢条件を簡単化するという動議（Motion）、ｂ）2030年までに CISVの教育プログラムの参加

者数を 2015年の 2倍にするという目標の具体的な手法、ｃ）Brett Votteroを Honorary Counselor (名誉法律

顧問)に選定するという動議の説明がなされた。この非公式の会議では参加者が全員でなく、さらにコメントを

いうことを禁止されたので、参加者の意向が読めず、しかもあらかじめ根回しすることを Conspiracy と呼んで

何となく悪いことのように言う風潮が存在したので、当日の議論のふたを開けてみないと動向がわからないと

いう微妙な情勢であった。それぞれの動議となるさて本題の Members Meeting であるが、前回同様参加６５

か国の代表が自国の旗を前に掲げて会場の中心に向かって座るというやや物々しい会議であった。会議の前

半は CISV International の運営にかかわる承認事項が主でスムーズに進行したが、問題は後半、a)の提案

は参加者の年齢をその年の年末できめるというものであって、その方がすべての参加者にとって Fairであると

いう主張であった、しかしながらこのようにすると夏プログラムの参加者の平均年齢はVillageの場合 10.5歳、

冬プロブラムで 11歳となるというかなり重大な問題がある、提案者はこの問題を正確に説明しなかったので、

私はこの提案にはまだ検討不十分な点があり未完成はなかと質問したのであったがうまく伝わらなかったかも

しれない。しかし近くのインドネシア代表が日本やアジアの国では年齢が少し若くなることが問題であるという

私の懸念を説明してくれたので少なくとも参加者は問題を理解したはずである。しかも、これまでのプログラム

に参加できる生年月日の範囲は 15か月あったのが 12か月となる問題も指摘された。しかし最終的に投票し

た結果なんと賛成多数で可決してしまった。おそらく Unfair という言葉は人々をより異常に納得させてしまうの

かもしれない。問題はこれからのプログラムの運営がどうなるかであるが、各支部や部会でこのような決定に

問題がないかどうか改めて検討してほしいと願っている。 



2015 グローバルカンファレンス 印象に残ったセッションとその内容 p.26 

 

そして、ｂ）の提案は、i) 参加者を増加されるためのロードマップをつくる、ii) 2021年に国際プログラム参加者

の数を 2018年の 10％増しとするという 2つの提案に分けて議論された。採決の結果 i)は可決、ii) は否決と

なった。おそらくCISVの活動をどう増やしていくかについて基本的な合意が十分でないと思った。さらにｃ）では

最も多くの時間を割いてもめにもめたうえで最終的に提案者が提案を取り下げるという形で決着した。ここでの

問題はいくつかあるが、発言が特定の代表にかたよったうえ理解しがたいものもあってもめにもめ、これではも

との IBM（International Business Meeting－AIMの前身）に戻ってしまったとの感想もきかれた。私にとっての

Members Meetingはやや不満の残るものであったが、事情が理解できれば対策も可能だし、問題のある決定

についてはまた別の提案を後程すればいいと考えている。 

さていくつかのパネルディスカッションや研修プログラムに出た結果、驚くほど価値の認められないものや、とて

も参考になるものもあったが、これについては別の機会に述べた。 

では三番目の目標はどう果たせたか。まだ十分とは思えないがこれまで話したことのない国の人たちと知り合

いになれたのは確かである。これからこれらの未知の国に行ってみたくなったのは確かである。 
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野田百合子（ゆりぼう）  副国際理事



2015 グローバルカンファレンス 印象に残ったセッションとその内容 p.28 

 



2015 グローバルカンファレンス 印象に残ったセッションとその内容 p.29 

 

 


